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消化したときに生じる DNA断片の長さの多型性(以下RFLPs: restriction fragment 












成績: LDR 1 52 (D 1 9 S 1 9 )をプロープにすると， Pstl(19Kb=AI , Ilkh=A2) とMspl
( 2.1 k b= B 1 , 1. 3 k b = B 2 )のRFLPsを認めた。また， APOC2 の cDNAである N 13.6 をプ
ロープにすると， T a q1 ( 3.8 k b = C 1, 3.5 k b = C 2 ), N c 0l( 1 4.5 k b = D 1, 11. 5 k b = D 2 ) 
と Ba n 1 ( 2. 7k b = E 1, 1. 3 k b = E 2 )のRFLPs を認めた。 乙れらのプロープにて患者家系を連
鎖分析の結果， APOC 21<: て 6 家系， D19S19 1Cて家系についで情報がえられた。 ロッド得点を
計算の結果， D19S19 と DM座位との間では明らかな遺伝子組換えは認めず，組換え率() = 0.00 
のとき最大のロッド得点 3.38 を得た。
さらにAPOC2 と DM座位においても明らかな遺伝子組換えは認めず，組換え率() = 0.00のとき最大
のロッド値 2.62 を得た。 以上の結果により日本人DM座位は D19S19 とAPOC2の聞に有意の連
鎖を認め，日本人DM座位も第19 染色体の長腕K位置する乙とが証明された。また連鎖分析により，














いて Reverse genetics の手法を用いてその病因に迫ろうとする動きが盛んである。
Duchenne型ジストロフィー症， 嚢胞性線維症，網膜芽細胞腫は，乙の手法を用いた成功例である
が，本症も乙うした動きがある。 Shawらは遺伝子マーカー ApOC2 を使い白人DM家系の連鎖分析
により，本症の原因遺伝子座位が第 1 9 染色体長腕に存在する乙とを示した。しかし，白人と日本人
の聞には遺伝的異質性の存在する可能性があり 2 遺伝子単離目的の第 l 歩として本邦でも本症の遺伝
子座位は同定されねばならない。
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本研究は，日本人患者家系を使い，本邦でも本症の原因遺伝子座位が第 1 9 染色体長腕に存在する
乙とを確かめたと同時に，遺伝子マーカーを用いた診断が可能である乙とを示した。
さらに第四番染色体長腕領域の検索により，本症の遺伝子の単離同定が可能となる乙とも示した。乙
れらの点においてその意義は大きく学位論文に値するものと考える。
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